


　

昭
和
34
年
９
月
26
日
・
午
後

６
時
ご
ろ
、
強
い
勢
力
と
広
い

暴
風
域
を
保
っ
た
ま
ま
紀
伊
半

島
に
上
陸
し
た
台
風
15
号
は
、

進
行
方
向
の
右
側
に
位
置
す
る

愛
知
県
・
三
重
県
を
中
心
に
猛

威
を
振
る
い
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
伊

勢
湾
台
風
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
「
災
害
対
策
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
台

風
は
、
現
在
の
災
害
対
策
の
原

点
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
50
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
を
生

き
る
わ
た
し
た
ち
は
、
当
時
の

教
訓
を
忘
れ
ず
、
自
然
災
害
に

備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

風
水
害
と
し
て
は
当
時
の
観

測
史
上
最
大
と
な
る
、
死
者
・

行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
５
０
０
０

人
以
上
、
全
・
半
壊
し
た
家
屋

が
15
万
棟
以
上
と
い
う
大
災
害

に
な
り
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
人
の
多
く
は
、

高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
が
大
き

か
っ
た
伊
勢
湾
北
部
が
中
心
で

し
た
が
、
伊
勢
市
で
も
死
者
12

人
、
全
・
半
壊
し
た
家
屋
が

２
０
０
０
棟
以
上
と
い
う
大
き

な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
伊
勢
市
の
広
報
紙
に

よ
る
と
、
こ
の
地
域
で
は
、
最

大
風
速
59
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、

強
風
に
よ
り
多
く
の
建
物
被
害

が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
体
育
館
や
、
当
時
宮

町
に
建
て
ら
れ
て
い
た
大
鳥
居

が
倒
壊
し
た
写
真
が
、
被
害
の

大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

伊
勢
湾
台
風
の
被
害倒壊した伊勢高等学校の体育館

倒壊した宮町の大鳥居

倒れた電柱（伊勢市内）

伊
勢
湾
台
風

被
災
写
真
な
ど
の
展
示

展
示
期
間　

９
月
15
日
㈫
〜
25

日
㈮

展
示
場
所　

市
役
所
本
館
・
１

階
市
民
ホ
ー
ル

伊勢湾台風による被害を伝える当時の広報紙
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もしものときに備えて
　伊勢市では、伊勢湾台風のほかにも、昭和49年の七夕豪雨、近年では平成16年の台風21号など、
台風・集中豪雨や長雨による風水害が多く発生しています。
　いざというときのために、次のことを心掛けておきましょう。

◆日ごろからの備え
 ・ ・非常持ち出し品を準備しておく
 ・ ・停電に備えて懐中電灯・携帯ラジオを準備し 
　ておく
 ・ ・断水に備えて飲料水を準備しておく
 ・ ・浴槽に水を張るなどして、生活用水を確保し
　ておく
 ・ ・いざというときに避難する場所を確保しておく
 ・ ・緊急時の連絡手段「災害用伝言ダイヤル171」
　を確認しておく

◆台風が近づいたときの注意点
 ・ ・テレビやラジオなどから最新情報を入手する
 ・ ・増水した川やがけの下など、危険な場所へ近
　づかないようにする（土砂崩れなどに対する
　注意も必要）

◆避難するときの注意点
 ・ ・運動靴を履く…長靴を履くと、中に水が入り、
　かえって動きにくくなります。
 ・ ・単独行動はしない…はぐれないように互いの
　体をロープで結んで避難しましょう。特に、
　子どもや高齢者からは目を離さないようにし
　ましょう。
 ・ ・水深に注意する…くるぶし以上の水量がある
　と、流される恐れがあるので気を付けましょ
　う。
 ・ ・手は自由に…互いの手をつなぐと、行動の自
　由が奪われてしまいます。また、非常持ち出
　し品などは背負い、自由に手を動かせるよう
　にしておきましょう。
 ・ ・足元に注意する…水面下では、マンホールの
　ふたが外れていたり、側溝や段差などがあっ
　たりして、危険が多いので、長い棒を杖代わ
　りにして、安全を確保しながら歩きましょう。
 ・ ・高齢者や幼児の避難…高齢者や体の不自由な
　人は背負って避難しましょう。幼児を避難さ
　せるときは、浮き袋やベビーバスなどを利用
　しましょう。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

住
宅
の
倒
壊
だ
け
で
な
く
、
倒

れ
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て

多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
国
内
で
発
生
し
た
地

震
で
も
、
倒
れ
た
家
具
に
よ
り

多
く
の
人
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
も
、
今
後
必
ず
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
り
、

大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
市
で
は
、
次

の
と
お
り「
災
害
時
要
援
護
者
」

を
対
象
と
し
て
、
無
料
で
家
具

固
定
を
行
い
ま
す
。

　

わ
が
家
の
地
震
対
策
と
し

て
、
家
具
固
定
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

10
月
25
日
㈰
・
11
月

８
日
㈰

対
象　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て

い
な
い
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
家
具
固
定
に
立

ち
会
え
る
世
帯

 

・・
世
帯
員
全
員
が
、
70
歳
以
上

の
人
ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
あ
る

 

・・
母
子
家
庭
（
扶
養
す
る
子
が

20
歳
未
満
の
み
）

募
集
数　

60
世
帯
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈫
〜
25

日
㈮
に
、
印
鑑
を
持
参
し
、
危

機
管
理
課
・
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
・
各
支
所
へ

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
、
固
定

す
る
家
具
は
３
つ
ま
で
で
す
。

※
10
月
上
旬
に
現
場
の
下
見
を

行
い
ま
す
。
現
場
の
状
況
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
家
具
固
定
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
所
有
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

宮城県北部の地震
（平成15年7月26日）

で転倒した家具

　

災
害
時
要
援
護
者
に

　

無
料
の
家
具
固
定
を
実
施

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）
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市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
は
、
安
心
・
安
全

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
と
て
も
大

切
な
財
源
で
す
。

　

し
か
し
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
、
多
く

の
滞
納
額
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
市

税
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
と
と
も
に
、

税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
滞

納
者
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
行

い
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
市
税
を

納
付
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す

　

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

延
滞
金
は
、
滞
納
税
額
に
滞

督
促
状
の
送
付

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
市
税
を

納
め
な
か
っ
た
人
に
は
、
納
期

限
後
20
日
以
内
に
、
督
促
状
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

納
日
数
と
年
14
・
６
％
の
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。（
滞

納
税
額
１
万
円
に
つ
き
１
日
当

た
り
４
円
と
な
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
は
、
別
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
ま

す
。

市
税
を
滞
納
す
る
と

　

滞
納
処
分
と
な
り
ま
す

市
税
を
滞
納
す
る
と

　

滞
納
処
分
と
な
り
ま
す

収
税
課
（
☎
㉑
５
５
３
６
）

　

近
年
、
個
人
情
報
保
護
や
成

り
済
ま
し
犯
罪
防
止
の
た
め
、

各
種
手
続
き
の
際
、
本
人
確
認

の
た
め
に
、
顔
写
真
入
り
の
身

分
証
明
書
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
本
人
確
認
を
求
め

ら
れ
た
と
き
に
利
用
で
き
る
顔

写
真
入
り
の
公
的
身
分
証
明
書

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
交
付
を
希
望
す
る

人
は
、
戸
籍
住
民
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間　

発
行
日
か
ら
10
年

間
（
市
外
へ
転
出
し
た
場
合
は

無
効
に
な
り
ま
す
）

交
付
手
順
・
持
ち
物　

下
図
の

と
お
り

こ
ん
な
と
き
に
活
用
で
き
ま
す

 

・・
戸
籍
の
届
け
出
・
住
民
票
の

写
し
な
ど
を
取
る
と
き

 

・・
銀
行
な
ど
で
口
座
を
開
設
す

る
と
き
や
、
10
万
円
を
超
え
る

現
金
を
振
り
込
む
と
き

 

・・
携
帯
電
話
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
な
ど
の
契
約
を
す
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　交付申請書を提出し、写真撮影をします。

　持ち物　印鑑
　市から住所地（本人あて）に照会書を送付します。

　本人確認をした後、暗証番号を入力します。

　持ち物　本人確認書類（保険証、年金手帳など）、
　　　　　印鑑、照会書、手数料（500円）

※窓口へは、申請するときと交付を受けるときの
２回来ていただく必要があります。
※この手順は、運転免許証などの顔写真入りの身
分証明書を持っていない人の場合です。持ってい
る人は、戸籍住民課へ問い合わせてください。

住民基本台帳カードの交付手順

住民基本台帳カード

申請

交付 戸
籍
住
民
課
（
☎
㉑
５
５
４
７
）

戸
籍
住
民
課
（
☎
㉑
５

平成21年9月号 4



滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　

督
促
状
を
送
付
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
、
そ
の
市
税
を
納
め
な

い
と
き
は
、
や
む
を
得
ず
法
律

に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
納
税
者
が
自
主
的

に
納
付
し
な
い
場
合
に
、
納
税

者
の
財
産
か
ら
強
制
的
に
徴
収

す
る
た
め
に
法
的
に
行
う
手
続

き
で
す
。

■
差
し
押
さ
え

　

滞
納
者
の
財
産
（
預
金
・
給

与
・
生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
）

を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

■
財
産
の
処
分

　

差
し
押
さ
え
後
も
、
理
由
も

な
く
滞
納
が
続
い
た
場
合
は
、

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売

し
、
滞
納
市
税
に
充
て
ま
す
。

　

市
で
の
滞
納
整
理
が
困
難
な

事
案
は
、
三
重
地
方
税
管
理
回

収
機
構
へ
徴
収
権
を
引
き
継

ぎ
、滞
納
整
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
・
失
業
・
事
業

不
振
な
ど
、
特
別
な
事
情
で
一

時
的
に
納
期
内
に
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
納

税
計
画
を
守
る
こ
と
を
条
件

に
、
分
割
納
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

平成20年度の滞納処分の状況

市が行った滞納処分
 ・ ・差し押さえ…31件（約1,894万円）
三重地方税管理回収機構が行った
滞納処分（伊勢市分）
 ・ ・差し押さえ…65件（約5,113万円）

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
と
は

　

県
内
全
域
の
市
町
税
の
徴
収

を
専
門
に
行
う
広
域
的
組
織
で

す
。
滞
納
事
案
を
市
町
か
ら
引

き
受
け
、
差
し
押
さ
え
・
公
売

な
ど
の
滞
納
処
分
を
前
提
に
、

滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

 

事
情
が
あ
る
人
は

 

相
談
し
て
く
だ
さ
い

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
へ

移
管
し
ま
す

消防職員

採用予定人員
①一般…５人程度
②救急救命士…３人程度

受験資格　昭和55年４月２日～平成４年４月１日
に生まれた人で、日本国籍を有し、地方公務員法
第16条（欠格条項）に該当せず、心身とも健全で
消防業務に支障がない人
※②は、救急救命士免許を有する人。
試験日
 ・ ・第１次試験（筆記試験・体力試験）…10月18日㈰
 ・ ・第２次試験（口述試験・作文試験・健康診断）　
　…11月中旬
採用日　平成22年４月１日
申し込み期間　９月１日㈫～ 15日㈫（郵送の場合
は９月12日㈯の消印まで有効）
※募集案内・受験申込書は、消防本部総務課にあ
ります。また、市のホームページからダウンロー
ドできます。

消防本部総務課（☎㉕1206）
病院職員

採用予定人員
①薬剤師…１人程度
②臨床検査技師（細胞検査士）…１人程度
③診療放射線技師…１人程度
④作業療法士…１人程度

受験資格　昭和55年４月２日以降に生まれた人で、
地方公務員法第16条（欠格条項）に該当せず、通
勤可能な人
※日本国籍を有しない人（外国籍の人）は、永住
者または特別永住者の在留資格を有すること。な
お、採用後、公権力の行使または公の意志の形成
への参画に携わる職に就くことはできません。
※①③④は、当該免許を有する人または平成22年
３月に学校を卒業し当該免許を取得見込みの人。
※②は、日本臨床細胞学会と日本臨床病理学会が
認定する細胞検査士の資格と臨床検査技師の免許
を有する人。
※①②③は、宿日直勤務が可能な人。
試験日
・第１次試験（筆記試験）…10月18日㈰
・第２次試験（口述試験・作文試験）…11月中旬
採用日　平成22年４月１日
申し込み期間　９月１日㈫～ 25日㈮（郵送の場合
は９月24日㈭の消印まで有効）
※募集案内・受験申込書は、伊勢総合病院総務課
にあります。また、病院のホームページ（http://
hospital.ise.mie.jp）からダウンロードできます。

伊勢総合病院総務課（☎㉓5111）

市職員を募集

　今年度は、事務職・保育士・土木技術職などの
募集は行いません。

そのほかの職員
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防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待

　
「
高
齢
に
な
っ
て
も
、
笑
顔

で
暮
ら
し
て
い
た
い
」
―
―
こ

の
こ
と
は
み
ん
な
が
願
っ
て
い

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
高

齢
者
の
中
に
は
、
家
族
な
ど
か

ら
の
虐
待
を
受
け
、
つ
ら
い
思

い
を
し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
、
高
齢
者
の

尊
厳
を
傷
つ
け
、
時
に
は
健
康

や
生
命
を
も
脅
か
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
平
穏
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
虐
待
防

止
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
近
所
付
き
合
い
が
薄

れ
、
近
所
の
人
で
さ
え
虐
待
が

起
こ
っ
て
い
る
状
況
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虐
待
を
発
見
し
て
も
、

連
絡
し
な
い
・
相
談
し
な
い
・

報
告
し
な
い
と
い
う
事
態
に
陥

り
が
ち
で
す
。

　

虐
待
は
、
近
所
の
人
の
一
言

に
よ
っ
て
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

深
刻
な
状
況
に
な
る
前
に
、

解
決
や
緩
和
が
図
れ
る
よ
う
、

地
域
で
の
見
守
り
や
、
よ
り
良

い
近
所
付
き
合
い
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
地
域
社
会

分類 代表的な虐待行為

身体的虐待
・・身体への暴行
・・ベッドに縛り付ける
・・無理やり食べ物を口に入れる
・・薬を過剰に与える　　　　　　　　　  　など

心理的虐待
・・怒鳴る、ののしる、悪口を言う
・・侮辱を込めて、子どものように扱う
・・高齢者が話し掛けても無視する
・・威圧的な態度を取る　　　　　　　　  　など

経済的虐待
・・年金や預金を勝手に使う
・・財産を勝手に処分する
・・生活に必要なお金を渡さない・使わせない　
　　　　　　　　　　　　　　　            など

介護・世話の
放棄・放任

・・部屋にごみを放置するなど、劣悪な住環境で生
　活させる
・・入浴・散髪をさせない
・・必要な医療・介護サービスを利用させない
・・食事を十分に与えない　　　　　など

性的虐待
・・高齢者が嫌がる性的行為を強要する
・・排せつを失敗したことの罰などとして、
　下半身を裸にして放置する　　　　　  　など

自傷行為 ・・自分を自分で虐待する　　　　　　　　  など

自己放任 ・・自分で自分の面倒を放棄する     　　　　など

このような行為が高齢者への虐待です！

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
８
３
）

高齢者虐待を発見したら . . .
伊勢市地域包括支援センター　 （☎㉑ 5583）
伊勢市東地域包括支援センター（☎44 1165）
伊勢市西地域包括支援センター（☎⑳ 5055）

二見総合支所福祉健康課（☎42１１１３）
小俣総合支所福祉健康課（☎㉒７８６２）
御薗総合支所福祉健康課（☎㉒０２６１）

　虐待を受けていると思われる高齢者を発見した
ときは、次の窓口へ相談・通報してください。
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市
で
は
、
高
齢
者
虐
待
を
未

然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
虐
待
が

あ
っ
て
も
早
期
に
発
見
・
対
応

で
き
る
よ
う
、
地
域
で
の
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
が
虐
待
防
止
の

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

意
識
を
持
ち
、
高
齢
者
の
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
に
気
付
き
、
声

掛
け
や
見
守
り
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
や
伊
勢
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

な
ど
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
協
力
者
を
増
や
し
て
い

き
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

日常生活での気付きと見守り

法定後見制度
現在、判断能力が不十分な高齢者を対象に、家庭
裁判所で選ばれた成年後見人などが、本人の利益
を考えながら、本人に代わって契約などの法律行
為や財産管理などを行います

任意後見制度

将来、本人の判断能力が低下したときに備えて、
「支援してほしいこと」「支援をお願いする人（任
意後見人）」をあらかじめ契約で決めておき、判
断能力が低下したときに、任意後見人が契約内容
に従って適切な援助を行います

■日常的な声掛け
　高齢者やその家族に「おはよう」「こんに
ちは」など、日ごろから声掛けをし、孤立
するのを防ぎましょう。

■近所の見守り
　夜になっても家に明かりがつかない、
新聞が何日もたまっているなど、高齢者
がいる家庭に不審な様子がないかどうか
を見守りましょう。

■介護負担の軽減
　介護サービスなどを上手に活用し、介護
の負担を減らしましょう。
　また、介護を一人で抱え込まず、家族や
親族で助け合いながら介護しましょう。

■見守りネットワークへの協力
　虐待の未然防止や早期発見・早期対応のためには、市民一人一
人の連携が欠かせません。皆さんの「見守りネットワーク」への
協力をお願いします。

　

認
知
症
の
高
齢
者
は
、
徘は

い

徊か
い

や
物
取
ら
れ
妄
想
な
ど
の
行
動

を
起
こ
し
や
す
く
、
そ
の
介
護

者
の
負
担
の
大
き
さ
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
周
囲
の
理
解
不
足
や

偏
見
が
、
家
族
を
追
い
詰
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
普
及
さ
せ
、
一
人
一
人

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
虐
待
に
至
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
温
か
く
見
守
る
「
応
援
者
」

と
し
て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
多
く
の
理
解
者
が
い

る
こ
と
は
、
認
知
症
の
高
齢
者

が
地
域
で
生
活
す
る
上
で
大
き

な
支
え
と
な
り
ま
す
。

認
知
症
へ
の
理
解
の
促
進

　

「
将
来
、
認
知
症
に
な
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
成
年
後
見

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、「
法
定
後

見
制
度
」
と
「
任
意
後
見
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

市
で
は
、
制
度
の
内
容
や
手

続
き
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
い
、
こ
の
制
度
が
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
周
知

成年後見制度

■地域での仲間づくり
　愚痴や相談ができるような仲間を持ちま
しょう。
　介護に負担を感じている人に対しては、
まず苦労をねぎらい、その気持ちを理解
してあげましょう。
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幼
稚
園
は
、
生
涯
に
わ
た
る

教
育
の
基
礎
を
培
う
も
の
と
し

て
、
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
適
切
な
環
境
を
通
し

て
、
そ
の
心
身
の
調
和
の
と
れ

た
発
達
を
促
す
場
で
す
。

　

毎
日
の
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や

活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

公
立
幼
稚
園

入
園
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

し
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
幼
児

 

・・
５
歳
児
…
平
成
16
年
４
月
２

日
〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

 

・・
４
歳
児
…
平
成
17
年
４
月
２

日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

 

・・
３
歳
児
…
平
成
18
年
４
月
２

日
〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈭
〜
21

日
㈬
・
午
後
１
時
〜
４
時
に
、

入
園
願
書
（
各
幼
稚
園
に
あ
り

ま
す
）
を
、
入
園
を
希
望
す
る

幼
稚
園
へ

※
３
歳
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

早
期
実
現
の
方
向
で
継
続
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

私
立
幼
稚
園

　

預
か
り
保
育
、
３
歳
児
の
途

中
入
園
、
２
歳
児
子
育
て
支
援

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

入
園
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

各
幼
稚
園
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

幼稚園名 所在地 電話番号 対象 定員
神社幼稚園 神社港 295-20 36 2631

４・５歳児 各 50人
北浜幼稚園 村松町 3280-6 37 4099
城田幼稚園 上地町 1537-4 ㉔ 7077
四郷幼稚園 楠部町 2484 ㉔ 6052
小俣幼稚園 小俣町本町 1 ㉒ 4902

３～５歳児
200人

明野幼稚園 小俣町明野 1481 38 1234 70 人
※豊浜東幼稚園・豊浜西幼稚園・早修幼稚園・沼木幼稚園は、引き続き休園します。
※四郷幼稚園は、平成 23年 4月に、新しく建設予定の認定こども園に移ります。

公立幼稚園

幼稚園名 所在地 電話番号
修道幼稚園 久世戸町 4 ㉘ 1565
有緝幼稚園 船江 2丁目 2-29 ㉓ 5225
中島幼稚園 中島 2丁目 13-4 ㉘ 2438
明倫幼稚園 岡本 1丁目 18-65 ㉘ 4094
常盤幼稚園 岩渕 1丁目 6-32 ㉘ 4420
まるこ幼稚園 一之木 1丁目 8-3 ㉘ 5310
神宮高倉山幼稚園 八日市場町 17-20 ㉘ 4248
神宮五十鈴川幼稚園 宇治中之切町 38-2 ㉒ 4550
双康幼稚園 黒瀬町 562-13 ㉒ 7890
ゆたか幼稚園 御薗町王中島 23 ㉒ 3480
暁の星幼稚園 小俣町本町 1336 ㉒ 0689
和順幼稚園 小俣町元町 214-3 ㉘ 1121

私立幼稚園

　

認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚

園
と
保
育
所
の
両
方
の
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
通
園
し
て
い
る
園
児

の
家
庭
以
外
に
も
、
子
育
て
相

談
や
親
子
の
集
い
の
場
を
提
供

す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

四
郷
幼
稚
園
・
あ
さ
ま
保
育
所
が

認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
ま
す

所
在
地　

一
宇
田
町
891
ー
１

（
現
在
の
あ
さ
ま
保
育
所
）

開
園
予
定　

平
成
23
年
４
月

平
成
22
年
度

幼
稚
園
に
つ
い
て
…
学
校
教
育
課
（
☎
㉒
７
８
８
１
）、
保
育
所
に
つ
い
て
…
こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
５
７
９
）

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

※対象・定員については、各幼稚園へ問い合わせてください。
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保
育
所
（
保
育
園
を
含
む
）

は
、
仕
事
や
病
気
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
場
合
に
、
乳
幼
児
を
お
預
か

り
し
て
い
ま
す
。

入
所
資
格　

市
内
に
住
所
を
有

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に

よ
り
保
護
者
が
保
育
で
き
な
い

乳
幼
児

 

・・
保
護
者
が
家
庭
外
で
働
い
て

い
る

 

・・
保
護
者
が
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る

 

・・
保
護
者
が
妊
娠
中
ま
た
は
出

産
後
間
が
な
い

 

・・
保
護
者
に
疾
病
ま
た
は
障
が

い
が
あ
る

 

・
家
庭
内
に
病
人
な
ど
が
居
て
、

保
護
者
が
常
時
看
護
し
て
い
る

 

・・
災
害
に
遭あ

い
、
保
護
者
が
そ

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈭
〜
20

日
㈫
に
、
入
所
申
込
書
（
９
月

１
日
㈫
以
降
、
各
保
育
所
に
あ

り
ま
す
）
を
、
第
一
希
望
の
保

育
所
へ

※
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
所

を
引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
は
、

入
所
申
込
書
の
提
出
は
不
要
で

す
。

保
育
料　

保
護
者
の
所
得
税

額
・
市
民
税
額
に
よ
り
決
定

※
給
食
費
は
、
３
歳
以
上
児
か

ら
主
食
費
の
み
必
要
で
す
。

保
育
時
間　

通
常
は
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
月

曜
日
〜
土
曜
日
）

 
・
延
長
保
育
…
家
庭
の
状
況
に

応
じ
、
下
表
の
開
所
時
間
内
で

保
育
時
間
を
延
長
し
ま
す

 

・
延
長
保
育
料
…
次
の
時
間
帯

は
、
別
途
延
長
保
育
料
が
必
要

で
す

※
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
課
ま
た

は
各
保
育
所
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

保育所名 時間帯
保育所きらら館

午後６時以降

みややま保育園
たけのこ保育園
船江保育園
 （仮称）たにの保育園
 （仮称）えがお保育園
大世古保育所 午後６時 15分以降
豊浜西保育所 午後６時 30分以降

なかよし保育所
午前６時 30分～７時
午後６時以降

延長保育料が必要な時間帯

保育所名 所在地 電話番号 開所時間 保育開始 定員

公　
　

立

明倫保育所 吹上２丁目 11-42 ㉘ 6775 7:30 ～ 18:30 生後３カ月 90人
浜郷保育所 黒瀬町 1637 ㉒ 1964 7:30 ～ 17:30 生後３カ月 120人
さくらぎ保育所 桜木町 55-1 ㉒ 1908 7:30 ～ 17:30 生後３カ月 90人
あさま保育所 朝熊町 1997-1 ㉕ 6160 7:30 ～ 17:30 生後３カ月 90人
大世古保育所 大世古 4丁目 2-13 ㉕ 3676 7:15 ～ 19:15 生後３カ月 150人
保育所きらら館 常磐 2丁目 4-40 ㉑ 4555 7:00 ～ 19:00 生後３カ月 60人
二見浦保育園 二見町荘 2068-1 43 2261 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 200人
五峰保育園 二見町山田原 446-1 43 4300 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 100人
高城保育園 二見町今一色 874-398 43 3074 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 60人
あけぼの園 小俣町明野 1653 ㉒ 2665 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 100人
しらとり園 小俣町湯田 359 ㉒ 2735 7:30 ～ 18:00 ２歳 60人
ゆりかご園 小俣町本町 444 ㉒ 2016 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 120人
御薗第一保育園 御薗町長屋 416-1 ㉒ 1574 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 180人
御薗第二保育園 御薗町高向 731 ㉘ 7300 7:30 ～ 18:00 生後６カ月 150人

私　
　

立

大湊保育園 大湊町 1080-1 36 3260 7:30 ～ 17:30 生後３カ月 90人
一色保育園 一色町 1316 ㉒ 2037 8:00 ～ 17:30 生後３カ月 120人
村松保育園 村松町 143-1 37 2197 7:30 ～ 18:00 生後３カ月 45人
船江保育園 船江 3丁目 11-43 ㉘ 1532 7:00 ～ 19:00 生後３カ月 90人
たけのこ保育園 常磐町 74-5 ㉕ 6618 7:00 ～ 19:00 生後 42日 120 人
マリア保育園 岡本 1丁目 2-33 ㉕ 7490 7:30 ～ 18:00 生後３カ月 120人
東大淀保育園 東大淀町 2-12 37 1239 7:30 ～ 18:00 生後３カ月 90人
豊浜西保育所 磯町 1736 37 0883 7:30 ～ 19:00 生後３カ月 120人
みどり保育園 矢持町 426 39 1330 8:30 ～ 17:00 生後３カ月 60人
有滝保育園 有滝町 2102-55 37 4548 7:30 ～ 18:00 生後３カ月 60人
中須保育園 中須町 416-43 ㉔ 9258 7:30 ～ 18:00 生後３カ月 90人
佐八保育園 佐八町 728-2 39 0055 7:30 ～ 18:00 生後３カ月 90人
みややま保育園 旭町 348 ㉕ 7160 7:00 ～ 19:00 生後３カ月 90人
なかよし保育所 勢田町 642-3 ㉔ 0570 6:30 ～ 21:00 生後 42日 45人
 （仮称）えがお保育園 小俣町元町 569 ̶ 7:00 ～ 19:00 生後６カ月 60人
  （仮称）たにの保育園 小俣町新村 558-1 ̶ 7:00 ～ 19:00 生後３カ月 90人

※定員は変更する場合があります。
※あさま保育所は、平成 23年４月に、認定こども園となります。
※（仮称）えがお保育園・（仮称）たにの保育園は、平成 22年４月１日に開設する予定です。
　申込書の配布・提出先はこども課です。施設についての問い合わせ先は次のとおりです。
　・（仮称）えがお保育園…えがお保育園設立準備室（☎㉑ 2003）　　・・（仮称）たにの保育園…みややま保育園（☎㉕ 7160）

保育所

保
育
所

平成21年9月号9



対
象　

18
歳
以
上
の
人
（
学
生

を
除
く
）

申
し
込
み　

９
月
14
日
㈪
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入（
下
図
参
照
）

し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
同
じ
教
室
に
複
数
枚
の
申
し

込
み
が
あ
っ
て
も
、
１
枚
と
し

て
取
り
扱
い
ま
す
。

公
開
抽
選

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

と
き　

９
月
15
日
㈫
・
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

※
た
だ
し
、平
成
20
年
度
前
期
・

後
期
・
平
成
21
年
度
前
期
の
う

ち
、
受
講
経
験
が
１
期
以
内
の

人
を
優
先
し
ま
す
。

※
受
講
の
可
否
は
、
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
。

往復はがきの書き方

教室名 講師 曜日 時間 開講日 回数 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶芸 奥田　丈士 毎月第 1･3 月曜日 18:30 ～ 20:30 10/19 12 回 30人 4,100 円

パッチワーク 上田理恵子 毎月第 2･4 水曜日 10:00 ～ 12:00 10/14 12 回 35人 4,100 円

ペン習字 高尾　紫岳 毎月第 1･3 木曜日 10:00 ～ 12:00 10/15 12 回 40人 4,100 円

絵手紙 小西 伊津子 毎月第 2･4 木曜日 10:00 ～ 12:00 10/8 12 回 30人 4,100 円

カラオケ

１ 中山　　茂 毎週水曜日 13:30 ～ 15:30 10/7 21 回 45人 6,800 円

２ 森山　孝志 毎週水曜日 18:30 ～ 20:30 10/14 21 回 45人 6,800 円

３ 更家　みほ 毎週木曜日 18:30 ～ 20:30 10/1 21 回 45人 6,800 円

華道 (二葉流 ) 堀﨑　松彩 毎月第 1･3 金曜日 10:00 ～ 12:00 10/2 12 回 25人 4,100 円

伊勢型紙 鮎澤　行彦 毎月第 2･4 金曜日 13:30 ～ 15:30 10/9 12 回 35人 4,100 円

俳画 松田三八雄 毎月第 1･3 金曜日 13:30 ～ 15:30 10/2 12 回 35人 4,100 円

実用書道 高尾　紫岳 毎月第 1･3 土曜日 10:00 ～ 12:00 10/3 12 回 40人 4,100 円

籐工芸 北村恵乃子 毎月第 2･4 月曜日 10:00 ～ 12:00 10/5 12 回 25人 4,100 円

茶道 (裏千家 ) 堀﨑　宗正 毎月第 1･3 月曜日 10:00 ～ 12:00 10/5 12 回 25人 4,100 円

健
康
づ
く
り

卓球 中山　　昇 毎週水曜日 13:30 ～ 15:30 10/7 21 回 40人 6,800 円

気功 原　　宣之 毎週木曜日 13:30 ～ 15:00 10/1 21 回 40人 6,800 円

3B体操 寺田　育子 毎週金曜日 13:30 ～ 14:30 10/2 21 回 40人 6,300 円

ヨガ 山下　ミキ 毎週土曜日 13:30 ～ 14:30 10/3 21 回 25人 6,800 円

太極拳 (楊名時 )
1 奥田　正博 毎週金曜日 10:00 ～ 11:00 10/2 21 回 50人 6,300 円

2 高橋　洋子 毎週土曜日   9:45 ～ 10:45 10/3 21 回 50人 6,300 円

レクダンス 平沼美智子 毎週土曜日 13:30 ～ 14:30 10/3 21 回 50人 6,300 円

シェイプアップストレッチ 辻出　美香 毎月第 2･4 土曜日 11:00 ～ 12:00 10/10 12 回 50人 3,600 円

サンライフ伊勢　平成21年度後期教室

※カラオケ・太極拳は、複数の教室がありますが、いずれも１つの教室しか申し込むことができません。
※都合により、講師・日程などが変更となる場合があります。また、定員に満たない場合は、教室を中止する場合があります。
※受講料のほか、別途教材費などが必要となる教室があります。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

平
成
21
年
度

後
期
教
室
の

受
講
者
を
募
集

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
☎
㉘
１
２
６
６
）

（敬称略）
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人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
と

き
、
皆
さ
ん
は
何
を
考
え
て
進

む
べ
き
方
向
を
決
め
る
で
し
ょ

う
か
。

　

最
近
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
国
・
県
・

市
な
ど
か
ら
委
託
を
受
け
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
理
解
が
少
し
ず
つ
深
ま
り

つ
つ
あ
る
こ
と
の
表
れ
な
の

で
、
こ
の
こ
と
は
歓
迎
す
る
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
委

託
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ば

か
り
に
、「
本
来
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
活
動
が
で
き
な
く
な

っ
た
」
と
い
う
話
も
よ
く
聞
き

ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
本
来
、
地
域
の
課

題
を
解
決
し
よ
う
と
主
体
的
に

活
動
す
る
自
立
し
た
団
体
の
は

ず
で
す
。

　

委
託
を
受
け
れ
ば
、
施
主

（
国
・
県
・
市
な
ど
）
と
の
契

約
ど
お
り
に
事
業
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
委
託
さ
れ
た
事
業

ば
か
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

く
る
と
、
そ
の
団
体
が
し
た
か

っ
た
活
動
が
な
お
ざ
り
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
岐
路
に
立
っ
た
と

き
も
、
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た

と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
初
心
を

忘
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
重

ね
、
後
悔
し
な
い
最
善
の
選
択

を
し
て
、
進
む
べ
き
方
向
を
決

め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

パルティ４コマ劇場

お
米
の
お
い
し
い
季
節

果
物
の
お
い
し
い
季
節

体
重
の
気
に
な
る
季
節

　

｢

二
度
と
戦
争
を
し
な
い｣

　

60
数
年
前
に
制
定
さ
れ
た
憲

法
で
、
戦
争
放
棄
を
宣
言
し
た

九
条
は
、
悲
惨
な
戦
禍
か
ら
は

い
上
が
っ
た
わ
た
し
た
ち
の
悲

痛
な
叫
び
を
反
映
し
た
も
の
で

し
た
。

　

「･･･

よ
そ
の
国
と
争
い
ご

と
が
お
こ
っ
た
と
き
、
け
っ
し

て
戦
争
に
よ
っ
て
、
相
手
を
ま

か
し
て
、
じ
ぶ
ん
の
い
い
ぶ
ん

を
と
お
そ
う
と
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
き
め
た
の
で
す
。
お
だ

や
か
に
そ
う
だ
ん
を
し
て
、
き

ま
り
を
つ
け
よ
う
と
い
う
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
い
く
さ
を

し
か
け
る
こ
と
は
、
け
っ
き
ょ

く
、
じ
ぶ
ん
の
国
を
ほ
ろ
ぼ
す

よ
う
な
は
め
に
な
る
か
ら
で

す
。
ま
た
、
戦
争
と
ま
で
ゆ
か

ず
と
も
、
国
の
力
で
、
相
手
を

お
ど
す
よ
う
な
こ
と
は
、
い
っ

さ
い
し
な
い
こ
と
に
き
め
た
の

で
す
。
こ
れ
を
戦
争
の
放
棄
と

い
う
の
で
す
。･･･

」

　

こ
れ
は
、当
時
の
文
部
省
が
、

新
制
中
学
校
の
社
会
科
の
教
科

書
と
し
て
発
行
し
た
「
あ
た
ら

し
い
憲
法
の
は
な
し
」の
中
で
、

九
条
の
精
神
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
た
一
節
で
す
。

　

武
力
で
な
く
、
言
葉
の
力
で

平
和
を
つ
く
る
と
い
う
崇
高
な

「
九
条
」
を
、
か
け
が
え
の
な

い
宝
と
し
て
、
世
界
に
輝
か
せ

た
い
―
―
そ
ん
な
願
い
を
込
め

て
、
５
年
前
に
「
い
せ
九
条
の

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
講
演
会
・
学
習

会
や
、
通
信
の
発
行
な
ど
を
通

し
て
、
平
和
を
学
び
合
い
、
伝

え
る
活
動
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、「
顔
な
じ

み
の
人
た
ち
と
平
和
に
つ
い
て

気
楽
に
語
り
合
え
た
ら･･･

」

と
、
各
小
学
校
区
に
九
条
の
会

を
立
ち
上
げ
始
め
ま
し
た
。

　

す
で
に
各
校
区
か
ら
、
独
自

に
集
い
を
行
っ
て
い
る
様
子
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
九
条
の
輪
の
中
に

入
り
ま
せ
ん
か
。

い
せ
九
条
の
会　
　
　

坂
本
照
子
（
☎
㉒
３
８
８
８
）

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

パルティくん

No.23

（
☎
⑳
４
３
８
５
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
岐
路

運
命
の
分
か
れ
道
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母が最近、外出
しなくなった。

介護サービスを
受けたい。

介
護
保
険
課
介
護
給
付
係
（
☎
㉑
５
５
６
０
）

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
、
費
用
の
１
割
を
利
用
者

が
自
己
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

１
カ
月
間
の
自
己
負
担
が
高

額
に
な
り
、
一
定
の
額
を
超
え

た
場
合
、
超
え
た
金
額
が
「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て

後
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
員
全
員
が
市
区
町
村
民

税
非
課
税
で
あ
れ
ば
、
自
己
負

担
の
上
限
額
は
低
く
設
定
さ
れ

ま
す
。

※
同
じ
世
帯
に
複
数
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
い
る
場
合
は
、
合

計
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
４
回　
知
っ
て
活
用　

負
担
軽
減
制
度

介
護
保
険
課
介
護
認
定
係
（
☎
㉑
５
６
４
７
）

　

今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
受
け
ら
れ
る

負
担
軽
減
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費

　

介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
両

方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
の
場
合
は
、
双
方
の
自

己
負
担
額
を
合
計
し
た
金
額
が

高
額
に
な
っ
た
と
き
に
限
度
額

を
超
え
た
金
額
が
払
い
戻
さ
れ

る
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
療
養
費
」
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。（「
広
報
い
せ
」
８
月
号
参

照
）

　

施
設
に
入
所
し
た
り
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
た
り
す

る
と
き
は
、
１
割
の
自
己
負
担

に
加
え
、
各
施
設
が
定
め
る
食

費
と
居
住
費
（
ま
た
は
滞
在

費
）
を
負
担
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

食
費
・
居
住
費
の
負
担
軽
減

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
に
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
介

護
に
必
要
な
紙
お
む
つ
や
尿
と

り
パ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
す
る
と

き
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、利
用
券
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

 

・・
市
内
に
住
所
を
有
す
る

 

・・
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
認
定

さ
れ
て
い
る

 

・・
在
宅
（
入
院
中
を
含
む
）
で

介
護
を
受
け
て
い
る

 

・・
世
帯
員
全
員
が
市
区
町
村
民

税
非
課
税
で
あ
る

介
護
用
品
購
入
費
の
負
担
軽
減

注意！
　市区町村民税の修正申告を
したり、世帯構成に変更があ
った場合などは、世帯の課税
状況が変わるため、それぞれ
の負担軽減制度の対象となる
かどうかも変わることがあり
ます。
　詳しくは、介護保険課へ問
い合わせてください。

　

世
帯
員
全
員
が
市
区
町
村
民

税
非
課
税
の
場
合
は
、
食
費
と

居
住
費
の
自
己
負
担
が
一
定
の

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
始
め
る

日
の
属
す
る
月
中
に
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

伊勢市内の在宅介護支援センター

施設名 住所・電話番号 担当地区

神路園 二俣町577-9
☎㉒ 6012

明倫地区（岡本 3丁目）、早修地区（常磐町、常磐 3丁目、
浦口町、浦口3・4丁目）、中島地区（二俣町、二俣2～4丁目、
辻久留町、辻久留2・3丁目）、宮本地区、沼木地区

双寿園 河崎3丁目15-33
☎㉓ 9231

明倫地区（岩渕町、岩渕1～3丁目、吹上1・2丁目）、厚
生地区（豊川町、本町、宮後1～3丁目、一志町、八日市
場町、大世古1～4丁目、曽祢1・2丁目）、浜郷地区（神
田久志本町、神久1～ 6丁目）

白百合園 上地町3130
☎㉗ 1511

厚生地区（一之木1～5丁目）、早修地区（宮町1・2丁目、
常磐1・2丁目、浦口1・2丁目）、中島地区（二俣1丁目、
辻久留1丁目、中島1・2丁目、宮川1・2丁目）、城田地区

正邦苑 村松町3294-1
☎38 1800 豊浜地区、北浜地区

山咲苑 楠部町2605-13
☎㉖ 2600

進修地区、修道地区、明倫地区（尾上町、岡本1・2丁目）、
四郷地区

楽寿苑 馬瀬町1065
☎㉛ 0050 有緝地区、御薗地区

みなと 神社港262-1
☎35 0811

神社地区、大湊地区、浜郷地区（通町、一色町、田尻町、
黒瀬町）

二見ふれあい
プラザ

二見町茶屋456-2
☎43 4423 二見地区

小俣 小俣町元町536
☎㉗ 1155 小俣地区

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
に

関
す
る
総
合
窓
口
で
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護

　

支
援
セ
ン
タ
ー

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
８
３
）
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動
物
愛
護
週
間
は
、
動
物
愛

護
管
理
法
に
よ
り
、
命
あ
る
動

物
を
愛
す
る
気
持
ち
と
、
動

物
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ペ
ッ
ト
の
飼

い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
は
、
正
し
い
飼
い
方
を

し
な
け
れ
ば
、
健
康
を
害
す
る

だ
け
で
な
く
、
人
に
迷
惑
や
危

害
を
及
ぼ
す
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

飼
い
主
は
、
動
物
の
習
性
な

ど
を
理
解
し
、
愛
情
と
責
任
を

持
っ
て
、
最
後
ま
で
飼
っ
て
く

だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は

 ペットを飼う前に
考えよう

□ペットを正しくしつけ 
　ることができるか
□家族の同意を得ているか
□ペットを預かってくれ
　る親せきや知人がいるか
□住宅など、ペットを飼
　う環境が整っているか
□感染症予防のため、定
　期的にワクチン接種
　などができるか　　
　　　　　　　　  など

　

し
つ
け
は
、
人
と
動
物
が
共

に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
不
可

欠
な
も
の
で
す
。

　

し
つ
け
が
で
き
て
い
れ
ば
、

災
害
時
で
も
、
他
人
に
迷
惑
を

掛
け
ず
、
ま
た
、
素
早
く
避
難

行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
、
ふ

ん
は
必
ず
飼
い
主
が
持
ち
帰
り
、

尿
は
水
で
流
す
な
ど
の
配
慮
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

出
掛
け
る
と
き
は
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・
ご
み
袋
・
水

入
れ
な
ど
を
用
意
し
て
、
ほ
か

の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所

で
排
せ
つ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
し
つ
け
次
第
で
、
外

で
は
排
せ
つ
せ
ず
、
自
宅
の
一

定
の
場
所
で
排
せ
つ
す
る
よ
う

に
も
な
り
ま
す
。

◆
伊
勢
市
を
美
し
く
す
る
条
例

　

「
伊
勢
市
を
美
し
く
す
る
条

例
」
で
は
、
道
路
や
公
園
な
ど

ト
イ
レ
の
マ
ナ
ー

を
汚
さ
な
い
こ
と
や
、
散
歩
の

と
き
に
ふ
ん
の
処
理
を
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
猫
の
放
し
飼
い
を
し
て
い
る

飼
い
主
も
同
じ
で
す
。

　

迷
子
に
な
っ
て
飼
い
主
の
元

に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

迷
子
に
な
っ
た
動
物
の
身
元

が
分
か
る
よ
う
、
動
物
に
は
必

ず
鑑
札
な
ど
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
最
近
は
、
マ
イ
ク
ロ
チ

ッ
プ
（
個
体
識
別
用
電
子
標
識

器
具
）
を
体
に
埋
め
込
ん
で
識

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

も
役
立
ち
ま
す
。

◆
犬
の
登
録
・
鑑
札

　

狂
犬
病
予
防
法
で
、
犬
の
飼

い
主
は
、
犬
を
登
録
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
に
は
鑑
札
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

身
元
の
表
示

※
最
近
、
犬
の
鳴
き
声
に
つ
い

て
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。
飼
い
主
は
近
所
へ
の
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯
は

動
物
愛
護
週
間

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
１
）

産業支援課（☎635677）

シリーズ産業支援
　

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
３

人
の
企
業
支
援
員
が
常
駐
し
、

市
内
の
企
業
か
ら
相
談
を
受
け
、

課
題
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
９
カ
月
間
で
１

４
７
社
を
訪
問
し
、
35
件
の
課

題
解
決
を
行
い
ま
し
た
。

企
業
支
援
員

◆
金
森
支
援
員

　

市
内
の
機
械
金
属
工
業
関
連

会
社
で
、
品
質
管
理
な
ど
の
業

務
に
携
わ
り
、
退
職
後
に
企
業

支
援
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
機
械
製
造
業
や
食
品

加
工
業
を
中
心
に
企
業
訪
問
を

し
て
い
ま
す
。

◆
古
川
支
援
員

　

市
内
の
電
子
関
連
会
社
で
、

工
場
の
生
産
技
術
や
工
場
管
理

に
関
す
る
業
務
に
携
わ
り
、
退

職
後
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
社
員

を
経
て
企
業
支
援
員
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
電
子
デ
バ
イ
ス
関
連

会
社
を
中
心
に
企
業
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
伊
藤
支
援
員

　

市
の
工
芸
指
導
所
で
、
木
材

加
工
や
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
研
究
業
務
に

携
わ
り
、
退
職
後
に
企
業
支
援

員
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
造
船
業
や
木
材
加
工

業
を
中
心
に
企
業
訪
問
を
し
て

い
ま
す
。　

専
門
家
派
遣
支
援
事
業
補
助
金

　

三
重
県
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
う
専
門
家
の
派
遣
を
、
市

の
企
業
支
援
員
を
通
じ
て
利
用

し
た
場
合
、
費
用
の
２
分
の
１

を
市
が
補
助
し
ま
す
。

※
１
回
当
た
り
の
上
限
額
は
１

万
５
０
０
０
円
と
し
、
年
３
回

ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

平成21年9月号13



シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
③

尾
崎
咢
堂
記
念
館

　

「
憲
政
の
神
様
」
と
し
て
た

た
え
ら
れ
る
尾
崎
行
雄（
咢
堂
）

は
、
軍
国
主
義
と
闘
い
、
日
本

の
民
主
政
治
に
大
き
く
貢
献

し
、
議
会
政
治
に
偉
大
な
足
跡

を
残
し
ま
し
た
。

　

咢
堂
に
と
っ
て
伊
勢
の
地
は
、

幼
少
期
に
宮
崎
文
庫
（
外
宮
の

横
）
で
勉
学
に
励
ん
だ
場
所
で

あ
る
と
と
も
に
、
63
年
間
に
も

及
ぶ
議
員
生
活
の
変
わ
ら
ぬ
選

挙
の
地
盤
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

尾
崎
咢
堂
記
念
館
に
は
、
彼

の
生
い
立
ち
や
政
治
家
と
し
て

の
活
躍
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
を

は
じ
め
、
彼
の
著
作
物
や
直
筆

の
書
、
彼
を
支
え
続
け
た
人
々

の
熱
心
な
支
援
ぶ
り
を
う
か
が

わ
せ
る
「
咢
堂
会
」
の
名
簿
や
、

海
外
視
察
時
の
餞せ

ん

別べ
つ

の
台
帳
・

手
紙
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

彼
が
東
京
市
長
だ
っ
た
こ
ろ

に
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
贈
っ
た
３
０

０
０
本
の
桜
は
、
毎
年
、
ポ
ト

マ
ッ
ク
川
の
河
畔
で
咲
き
誇
り
、

ア
メ
リ
カ
国
民
に
親
し
ま
れ
、

日
米
友
好
の
証
し
と
し
て
国
際

交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
返
礼
と
し
て
贈
ら
れ
た

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
、
記
念
館
の
庭

園
に
植
え
ら
れ
、
毎
年
赤
い
実

を
結
び
、
桜
と
共
に
彩
り
を
添

え
て
く
れ
ま
す
。

所 在 地　川端町97-2
電話番号　㉒3198
開館時間　9:00～ 16:30
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　12月29日～１月３日
入  館  料　大人100円、小・中学生・高校生80円
　　　　　（団体割引あり）

尾崎咢堂記念館

 

自
慢
の
一
品

愛
用
の
ス
ー
ツ
・
靴
・
ス
テ
ッ
キ

　

昭
和
25
年
、
咢
堂
が
91
歳
の

と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
問
題

審
議
会
か
ら
招
待
さ
れ
た
と
き

に
着
て
行
っ
た
の
が
、
こ
の
白

の
ス
ー
ツ
で
す
。

　

清
廉
潔
白
な
彼
に
似
合
い
の

ス
ー
ツ
で
、
愛
用
の
靴
・
ス
テ

ッ
キ
と
合
わ
せ
、
お
し
ゃ
れ
な

３
点
で
す
。
 

イ
ベ
ン
ト
情
報

特
別
企
画

企
画
展
「
知
人
・
縁
者
へ
の
追

悼
の
歌
」
展
示
説
明
会

と
き　

９
月
20
日
㈰
、
午
前
10

時
〜
・
午
後
２
時
〜

※
当
日
は
入
館
無
料
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
自
ら
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
モ
デ
ル
地

区
第
１
号
と
し
て
厚
生
地
区
を

選
定
し
、
現
在
、「
厚
生
地
区

ま
ち
づ
く
り
の
会
」
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
活

動
を
通
じ
て
「
ふ
る
さ
と
未
来

づ
く
り
」
の
仕
組
み
を
検
証
し
、

す
べ
て
の
小
学
校
区
で
地
域
自

治
組
織
「
地
区
み
ら
い
会
議
」

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　

現
在
、
各
小
学
校
区
に
配
置

さ
れ
た
地
区
担
当
職
員
が
、
市

と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
地
区
み
ら
い
会
議
の

設
立
に
向
け
て
の
情
報
提
供
や
、

地
域
課
題
の
情
報
収
集
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
話
し

合
い
を
通
じ
、
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
、
気
運
の
醸
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
区
担
当
職
員

が
地
域
で
話
し
合
い
を
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
が

挙
が
っ
て
い
ま
す
。(

左
ペ
ー

ジ
表
参
照)

　

こ
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
対

し
、
地
区
み
ら
い
会
議
の
中
で

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
解
決
策
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
収
集
し
た

地
域
課
題
に
つ
い
て
、「
地
域

が
取
り
組
む
こ
と
」「
市
が
取

り
組
む
こ
と
」「
市
と
地
域
が

協
働
で
取
り
組
む
こ
と
」
な
ど
、

地
域
と
市
と
の
役
割
分
担
を
整

理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

わたしたちの地域だから、
わたしたちでやりたいことがある
わたしたちの地域だから、
わたしたちでやりたいことがある

シリーズふるさと未来づくり⑩

市民交流課（☎㉑５５６３）
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環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類
の

分
別
に
ご
協
力
を

　

伊
勢
市
で
は
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
「
ガ
ラ
ス
類
」「
陶
磁

器
類
」の
分
別
回
収
を
開
始
し
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
左

表
の
よ
う
に
破
砕
不
燃
残ざ
ん

渣さ

の

量
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、

ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類
が
「
金

ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類
の

分
別
に
ご
協
力
を

属
・
そ
の
他
」
で
出
さ
れ
て
い

た
り
、
ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類

の
回
収
容
器
に
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
電
球
な
ど
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
分
別
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど

を
袋
な
ど
に
入
れ
た
ま
ま
出
し

て
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

必
ず
袋
な
ど
か
ら
出
し
て
回
収

容
器
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

主
に
景
観
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

土
木
用
資
材
に
資
源
化
さ
れ
ま

す
。

燃
え
る
ご
み
な
ど
の
排
出
は

燃
え
る
ご
み
な
ど
の
排
出
は

午
前
８
時

午
前
８
時
30
分
ま
で
に

　

燃
え
る
ご
み
な
ど
は
、
回
収

日
当
日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
の
影
響
な
ど
で
回
収
コ

ー
ス
が
変
更
し
、
回
収
時
間
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
な
ど
の
排
出
は

午
前
８
時
30
分
ま
で
に

ガラス類 陶磁器類 破砕不燃残渣

平成18年度 ̶ ̶ 727トン

平成19年度 111トン 169トン 270トン

平成20年度 132トン 197トン 223トン

ガラス類・陶磁器類の回収量と破砕不燃残渣の量

※破砕不燃残渣とは、「金属・その他」などから金属
や燃えるごみを取り除いたもので、埋め立て処理され
ます。

異物が混入した
ガラス類の回収容器

ガラス類
　ガラス製の食器・板ガラス・耐
　熱ガラス・割れた資源びんなど

陶磁器類
　茶わん・植木鉢・土鍋など

※金属などの部品が取り外せないもの（ガラス製の鍋ぶたなど）、
鏡、クリスタルガラス製の灰皿・置物などは、「金属・その他」
で出してください。また、ガラス類・陶磁器類で回収容器に入ら
ない大きさのものは、「粗大ごみ」として出してください。

青色の回収容器へ

オレンジ色の回収容器へ

回
収
し
た
ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器

類
は
？

治安（防犯） 福祉
・・違法駐車・放置自転車が増えている
・・空き巣・不審者・車上荒らし・不審火が
　増えている
・・公園など公共施設へのいたずらが増えて
　いる

・・高齢者世帯や一人暮らしの高齢者が増え
　ている
・・高齢により車の運転ができない（移動手
　段がない）人が増えている
・・高齢者が地域で活躍する機会・場所がない

防災 教育
・・災害時の避難場所が分からない
・・ハザードマップ（防災地図）がない
・・自主防災隊や消防団の人材が不足・高齢
　化している
・・災害時、救護が必要な高齢者や障がい者
　がいる

・・子どもたちのあいさつが少なくなってきた
・・子どもたちの遊び場所や、放課後の居場
　所がない
・・子どもたちの登下校が心配である
・・伝統芸能が衰退している

環境衛生 産業

・・犬・猫のふんの後始末が悪い
・・ごみ出しのルールが守られていない
・・不法投棄が多い
・・排水清掃の参加者が減っている

・・企業が少ない
・・働く場が少ない
・・農業・漁業の後継者がいない
・・耕作放棄地が増えている

地域の課題
　

自
治
会
の
枠
を
超
え
た
小
学

校
区
単
位
で
、
住
民
の
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と

い
う
自
治
意
識
を
高
め
、
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
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こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
、
夏

の
疲
れ
が
出
て
く
る
こ
ろ
で

す
。
夏
バ
テ
な
ど
で
体
力
が
弱

っ
て
い
る
分
、
病
気
に
は
注
意

し
た
い
も
の
で
す
。

　

特
に
今
年
は
、
世
界
的
に
大

流
行
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
の
第
２
波
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
早
め
の
対
策
や
予

防
が
大
切
と
な
り
ま
す
が
、
も

う
一
つ
気
に
留
め
て
お
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
９
日
、
関
西
地
方
の
複

数
の
高
校
で
、
日
本
で
初
め
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

第
２
波
が
来
る
前
に

正
し
い
人
権
感
覚
で
の

対
応
を

　

発
表
か
ら
２
日
間
で
、
50
件

以
上
の
批
判
的
な
意
見
が
学
校

や
教
育
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
、

さ
ら
に
、
生
徒
や
家
族
へ
の
非

難
や
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
も
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　

携
帯
電
話
な
ど
の
掲
示
板
サ

イ
ト
に
生
徒
の
実
名
が
出
さ
れ

た
り
、
き
ょ
う
だ
い
が
学
校
で

暴
言
を
浴
び
て
つ
ら
い
思
い
を

し
た
り
、
中
に
は
、
祭
り
が
中

止
に
な
っ
た
責
任
を
求
め
る
筋

違
い
の
抗
議
や
、
感
染
し
た
生

徒
の
個
人
情
報
の
開
示
を
求
め

る
電
話
、
さ
ら
に
は
学
校
の
爆

破
予
告
な
ど
、
非
常
識
な
事
例

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

無
責
任
な
誹
謗
中
傷
が
繰
り

返
さ
れ
る
あ
ま
り
、
感
染
者
や

家
族
へ
の
中
傷
を
や
め
る
よ
う

に
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
す

る
自
治
体
ま
で
現
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
場
合
、
停
留
や
隔
離

な
ど
の
措
置
を
国
が
も
っ
と
柔

軟
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が
過

熱
気
味
で
は
な
か
っ
た
か
な
ど

の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、

無
責
任
な
誹
謗
中
傷
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
人
権
侵
害

に
つ
な
が
り
、
新
た
な
差
別
を

生
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か

ら
で
す
。

　

平
成
11
年
に
施
行
さ
れ
た
感

染
症
予
防
法
の
前
文
で
は
、「
感

染
症
の
患
者
等
に
対
す
る
い
わ

れ
の
な
い
差
別
や
偏
見
が
存
在

し
た
と
い
う
事
実
を
重
く
受
け

止
め
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
今

後
に
生
か
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

停
留
や
隔
離
を
解
か
れ
た
人

か
ら
は
、
感
染
が
広
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
に
受
け
入
れ
れ
ば
良
い

だ
け
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し

た
ち
は
歴
史
か
ら
学
ん
で
い
る

は
ず
な
の
で
す
。

　

も
し
市
内
で
感
染
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
き
、
わ
た
し
た
ち

の
正
し
い
認
識
と
判
断
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、
わ
た

し
た
ち
の
人
権
感
覚
が
試
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

   行こう！ 小俣図書館　☎㉙３９００　FAX㉙３９０２
休館日 毎週火曜日、第２金曜日　　開館時間　午前９時～午後７時

おはなし会
★赤ちゃんおはなし会　９月10日㈭、午前11時～
★たんぽぽおはなし会　９月12日㈯、午後3時～
★ピッポの会・紙芝居　９月20日㈰、午前11時～
※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。

図書館おはなし会＆工作教室
と　き　９月26日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内　容　おはなし会の後、手袋を使って簡単なウサギ
　　　　を作ります

映画上映会
と　き　９月19日㈯、午後２時～　
ところ　２階・視聴覚室　
内　容　「殯

もがり

の森」

読書感想画展
と　き　９月23日㈷～ 10月５日㈪
ところ　２階・ギャラリー

ボランティア養成講座
と　き　９月25日㈮、午後１時～３時
ところ　２階・会議室
内　容　わらべ歌を中心とした講座
講　師　山口陽子さん（元愛知県美和町図書館司書）
定　員　30人（先着順）
申し込み　９月２日㈬から、直接または電話で同館へ

不用になった図書を募集
　10月24日㈯・25日㈰に開催する古本・古雑誌のリ
サイクルフェアに出す図書（雑誌・百科事典・全集を
除く）を募集しています。家庭で不用になった図書を
持参してください。
募集期間　10月23㈮まで
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ケーブルテレビ
番組案内

※放送時間や内容は、変更することがあります。

伊勢市行政チャンネル番組表
アナログ10チャンネル・アナログ21チャンネル（御薗地区のみ）

広報広聴課（☎㉑5515）

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間　午前６時・９時・正午・午後３時・６時・９時～

■特集　伊勢市の下水道
■お知らせ　
8/31 ～ 9/6　健康の日啓発事業（食生活講座）、世界
新体操選手権、防災週間
9/7 ～ 13　介護予防啓発「介護予防講演会」、広島平和
記念式典に参加して、伊勢まつり、食から出発健康セミ
ナー
9/14 ～ 20　がん検診・歯周疾患健診、介護予防啓発「口
腔訓練教室」、お伊勢さん健康マラソン、このごみ何ご
み？
9/21 ～ 27　3歳児健康診査、介護予防啓発「介護予防
講座」、特定健診受診しましたか？、伊勢まつり、年金特
別徴収
9/28 ～ 10/4　環境リサイクルフェア、健康文化都市
推進事業（健康づくり情報）、夫婦岩の月の出、御薗ラ
ブリバーふれあい祭り
市議会放送
　市議会9月定例会本会議および決算特別委員会（設置
された場合）を、会議があった日の翌日の午後2時と午
後7時から放送します。
※1回の放送時間が 5時間以上となる場合は、2回目の
放送開始時刻が変更になります。

アイティービーコミュニティチャンネル番組表
アナログ８チャンネル・地上デジタル121チャンネル

㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）

放送時間　午前６時～翌日午前２時

■アイティービーニュース
・・月曜日～金曜日の毎日午後7時に更新
・土曜日・日曜日の午後7時からは、週間ダイジェストを放送

■企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
8/31 ～ 9/6　木田ゆきののもぎとぴ、特選シリーズ、
桂文我の伊勢本街道、散歩、このまちの昭和
9/7 ～ 13　歴史街道、ぐるぐるグルメ、伊勢っ子もの
しり王選手権、五十鈴塾伊勢学講座、トップに聞く、美
し国の食卓＃10
9/14 ～ 20　それぞれの生き方、ひよこくらぶ、レデ
ィース アングラー、鳥羽水族館 新・水の惑星紀行、【特
別番組】the Beach Break SPECIAL 全日本サーフィン
選手権大会
9/21 ～ 27　放課後クラブ、年寄り万歳～百歳になっ
たら～、探歩々隊、どうやって作ってるの？、おかげ横
丁だより、ふるさと宮川、美し国の食卓＃12、【特別番組】
神恩感謝 日本太鼓祭（9/21 ～ 25）、伊勢まつり生中継
（9/26・27）
9/28 ～ 10/4　木田ゆきののもぎとぴ、くつろぎの時
間、桂文我の伊勢本街道、散歩、8ミリフィルムに残る
風景、【特別番組】伊勢 PERSONNA FC 特別番組（9/30
～ 10/2）

※詳しくは、アイティービーのチャンネルガイド・ホーム
ページ・電子番組表 (EPG) をご覧ください。

図書館へ　伊勢図書館 ☎㉑００７７　FAX㉑００７８

おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30分～
ところ　１階・おはなしコーナー　
内　容　絵本や紙芝居などの読み聞かせ

あかちゃんえほんのじかん
と　き　９月24日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

上映会
と　き　９月13日㈰、午後１時30分～　
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「第六十二回神宮式年遷宮　御木曳篇」

めざせ！調べもの博士
と　き　10月３日㈯・10日㈯・17日㈯〔全３回〕、　
　　　　午前９時30 分～ 11時30分
ところ　２階・小会議室
対　象　小学生以上で、すべての日程に参加できる人

休館日 毎週水曜日、第２金曜日　　開館時間　午前９時～午後７時

内　容　図書館で調べ物をして、その結果をまとめて作　
　　　 　品に仕上げます
定　員　10人（先着順）
申し込み　９月19日㈯から、直接・電話・ファクスで同
　　　　館へ

おとなのためのブックトーク
～社会の閉塞状況に立ち向かう読書～
と　き　10月４日㈰、午後２時30分～３時30分
ところ　２階・視聴覚室
内　容　モラルの崩壊や長引く不況などの社会情勢の変
　　　　 化に対し、どのような読書をするべきかを考え  
　　　　 ます
講　師　髙田尚文さん（元伊勢図書館長）
定　員　50人程度（先着順）
申し込み　９月19日㈯から、直接・電話・ファクスで同
　　　　館へ
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申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
㉒
０
２
６
１
）

　

〔　
　

  　
　

〕

と
き　

９
月
14
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
に
在
住
し
て
い
る

30
歳
以
上
の
人
で
、
今
年
度
ま

だ
受
診
し
て
い
な
い
人

検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

料
金　

１
１
０
０
円
（
当
日
持

乳
が
ん
検
診

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康

手
帳
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈫
か

ら
、
検
診
名
・
検
診
日
時
・
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
、
電
話
ま
た
は
FAX
で
健

康
課
へと　き ところ 定員

（先着順）

９月17日㈭
10:00 ～ 11:00 二見老人福祉センター 45人

13:00 ～ 14:30 今一色公民館 50人

９月28日㈪
10:00 ～ 11:00

中央保健センター
45人

13:00 ～ 14:30 50人

乳がん検診

※ペースメーカーやシリコンが入っている人、授乳中・妊娠
中または妊娠の可能性がある人は、受診を避けてください。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
り
、
い
つ
ま

で
も
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
生
活
で

き
る
よ
う
、
介
護
予
防
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き　

10
月
１
日
㈭
・
14
日
㈬
・

28
日
㈬
・
11
月
６
日
㈮
・
25
日

㈬
（
全
５
回
）、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人内
容　

転
倒
骨
折
予
防
・
認
知

症
予
防
・
お
口
の
健
康
・
低
栄

養
予
防
な
ど
に
つ
い
て
の
お

話
、
実
技
な
ど

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

介
護
予
防
講
座

お
達
者
セ
ミ
ナ
ー

　

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、

骨
が
も
ろ
く
な
り
、
軽
く
転
倒

し
た
だ
け
で
骨
折
し
、
そ
の
ま

ま
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
習
得
し
ま
し

ょ
う
。

と
き　

９
月
17
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

人内
容　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に

つ
い
て

講
師　

畠
中
節
夫
さ
ん
（
畠
中

医
院
）

定
員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

介
護
予
防
講
演
会

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

　

お
口
の
健
康
を
保
ち
、
肺
炎

や
え
ん
下げ

障
が
い
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
事
が

で
き
る
よ
う
、
お
口
の
働
き
を

良
く
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
24
日
㈭
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

で
、
次
の
症
状
が
気
に
な
る
人

 

・・
口
が
渇
く

 

・・
お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る

 

・・
飲
み
込
み
に
く
い

内
容　

歯
科
医
師
講
話
「
歯
と

お
口
の
健
康
の
話
」
松
葉
尚
起

さ
ん
（
伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会

会
員
）、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

口
腔
体
操
な
ど

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

口
腔
訓
練
教
室
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と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

乳
製
品
を
利
用
し
た

料
理

参
加
費　

３
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

９
月
２
日
㈬
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

と　き ところ 定員
（先着順）

９月15日㈫ 小俣保健センター 35人

９月17日㈭ 山田原公民館 20人

９月19日㈯ 福祉健康センター

各30人９月25日㈮ ハートプラザみその

９月30日㈬ 福祉健康センター

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

一次救急（軽症の人）
・・かかりつけ医
・・休日・夜間応急診療所　など

救急医療

問い合わせ :内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00

内　科
小児科
歯　科

夜間
毎日

19:30 ～ 22:00
内　科
小児科

　 重症の人や、右表の診療時間以外・診療科目以外で診療を受けたい人は、次へ　
　 問い合わせてください。
   ■救急医療情報センター（24時間受け付け）　☎㉘1199、音声自動案内☎0800-100-1199
     ■医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.jp/

　安易な救急車の利用や軽症患者の二次救急の受診は、深刻な医師不足の中、重症患者への迅速な対応の妨げ
となっています。伊勢地区の救急医療体制を守るため、皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

二次救急（重症の人）
・・山田赤十字病院
・・伊勢総合病院

休日・夜間応急診療所

（当番制）

主な相談など
内　容 と　き ところ 問い合わせ先

子育て相談

９月 １日㈫

 ９:30 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

９月 ８日㈫ 中央保健センター 健康課

９月 15日㈫ ハートプラザみその 御薗総合支所福祉健康課

９月 29日㈫ 小俣保健センター 小俣保健センター

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約）

９月 ２日㈬  ９:30 ～ 11:00 小俣保健センター 小俣保健センター

９月 10日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその 御薗総合支所福祉健康課

９月 17日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター 健康課

９月 30日㈬ ９:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

エイズ検査
毎週火曜日 ９:00 ～ 11:00

伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

伊勢保健福祉事務所
（☎㉗5148）

毎月第2火曜日
（９月８日）

17:30 ～ 19:00

こころの健康相談
（要予約）

９月24日㈭ 13:00 ～ 15:00

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。

　

肥
満
予
防
の
た
め
の
「
低
カ

ロ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
食
レ
シ
ピ
」

や
、
市
内
の
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
マ
ッ
プ
」
な
ど
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
、
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ビ
ー
に
は
、
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
を
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ

う
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
情
報
コ
ー
ナ
ー
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情
報
コ
ー
ナ
ー

受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

募 
集

人
権
施
策
審
議
会
委
員
を
募
集

人
権
政
策
課
（
☎
㉑
５
５
４
５
）

資
格　

９
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
で

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

任
期　

10
月
〜
平
成
23
年
９
月
（
２
年

間
）

内
容　

人
権
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め

の
基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
る
審
議
会

へ
の
出
席
（
年
２
〜
３
回
）

定
員　

４
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
）

応
募
方
法　

９
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
応
募
用
紙
を

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同

課
（
〒
516

－

8601
岩
渕
１
丁
目
７

－

29
、

FAX
㉑
５
５
２
２
、
ア
ド
レ
スjinken@

city.ise.m
ie.jp

）
へ

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

自
衛
官
な
ど
を
募
集

自
衛
隊
伊
勢
地
域
事
務
所（
☎
㉓
３
８
８
０
）

　

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

種目 一般曹
候補生

2等陸海空士
（男子）

2等陸海空士
（女子） 航空学生

受験資格 18歳以上27歳未満の人

高等学校を卒業
(見込みを含む )し
ている 21 歳未満
の人

申し込み
締切日 9月 11日㈮まで 随時 9月11日㈮まで

種目 看護学生 防衛大学校
（推薦）

防衛大学校
（一般）

防衛医科
大学校学生

受験資格
高等学校を卒業 (見
込みを含む )してい
る24歳未満の人

高等学校を卒業 (見込みを含む )している21歳未満の人

申し込み
締切日

9月 7日㈪
～10月 2日㈮

9月 5日㈯
～9日㈬

9月 7日㈪
～10月 2日㈮

※申し込みは同事務所へ。

国
保
水
中
運
動
教
室
の

参
加
者
を
募
集

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
６
４
６
）

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

対
象　

伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
教
室
の
最
終
日
現

在
35
歳
〜
74
歳
の
人

内
容　

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
水
中

運
動

定
員　

各
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈫
〜
14
日
㈪
に
、

国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
へ

※
申
込
書
と
誓
約
書
（
健
康
状
態
の
申

告
な
ど
に
つ
い
て
）
の
記
入
が
必
要
で

す
。

※
抽
選
結
果
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

ところ とき

ヒールスパ伊勢
(岩渕1丁目2-13)

10 月 6日～ 11月 24日の毎週火曜日
午後 2時～ 3時

ベスパスイミングスクール
(川端町203-2)

10 月 8日～ 12月 10日の毎週木曜日
午後 1時 30分～ 2時 30分
(10 月 29日 ･11 月 12日を除く )

メッツ
(小木町575-1)

10 月 8日～ 12月 3日の毎週木曜日
午後 1時～ 2時
(10 月 29日を除く )

※３つの教室のうち、いずれか１つを選んでください。
※施設の都合により、開催日が変更となる場合があります。

国保水中運動教室

情報コーナー
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講 

座

楽
し
い
中
国
語
講
座

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
☎
㉑
５
５
４
９
）

と
き　

９
月
18
日
〜
11
月
20
日
の
毎
週

金
曜
日(

全
10
回)

、
午
後
７
時
〜
８

時
30
分

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
南

館(

パ
ル
テ
ィ
い
せ)

・
２
階
会
議
室

対
象　

中
国
語
の
初
心
者
〜
初
級
程
度

の
人

内
容　

旅
行
な
ど
に
役
立
つ
簡
単
な
日

常
会
話

講
師　

劉
り
ゅ
う

燕え

ん

燕え

ん

さ
ん

受
講
料　

同
協
会
員
２
０
０
０
円
、
非

会
員
３
０
０
０
円

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈫
か
ら
、
電
話

で
同
事
務
局
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
㉕
１
２
６
３
）

試
験
（
乙
種
第
４
類
・
丙
種
）

と
き　

11
月
15
日
㈰

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学

申
し
込
み　

９
月
16
日
㈬
〜
30
日
㈬

に
、
願
書
（
消
防
本
部
・
各
分
署
・
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
を
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
、
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
三
重
県
支
部
（
☎
津
０
５
９
・
２
２

６
・
８
９
３
０
、
〒
514

－

0002
津
市
島
崎

町
３
１
４
）
へ

予
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）

と
き　

10
月
15
日
㈭
、
午
前
９
時
〜 

午
後
５
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

４
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み

教
材
費
が
別
途
必
要
）

申
し
込
み　

９
月
14
日
㈪
〜
10
月
９
日

㈮
に
、
申
込
書
（
消
防
本
部
に
あ
り
ま

す
）
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
㈳
三

重
県
危
険
物
安
全
協
会（
☎
津
０
５
９
・

２
２
６
・
８
３
７
８
、
〒
514

－

0002
津
市

島
崎
町
３
１
４
）
へ

お
知
ら
せ

！！伊
勢
市
議
会
議
員

立
候
補
予
定
者
説
明
会

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

　

11
月
15
日
に
行
わ
れ
る
予
定
の
伊
勢

市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
を

対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
９
日
㈮
、
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
３
階
研
修
室

参
加
可
能
人
数　

候
補
者
１
人
に
つ
き

２
人
以
内

※
立
候
補
届
出
関
係
用
紙
な
ど
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
受
領
者
の
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

敬
老
金
の
贈
呈

長
寿
課
（
☎
㉑
５
５
５
９
）

　

市
で
は
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、

敬
老
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

 

・・
９
月
１
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

市
内
に
在
住
し
て
い
る

 

・・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い

 

・・
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３

月
31
日
に
、
満
77
歳
・
満
88
歳
・
満
99

歳
に
な
る

 

・・
満
77
歳
…
昭
和
７
年
４
月
１
日
〜
昭

和
８
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

 

・・
満
88
歳
…
大
正
10
年
４
月
１
日
〜
大

正
11
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

 
・・
満
99
歳
…
明
治
43
年
４
月
１
日
〜
明

治
44
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

贈
呈
金
額

 

・・
満
77
歳
…
５
０
０
０
円

 

・・
満
88
歳
・
満
99
歳
…
１
万
円

贈
呈
方
法　

９
月
11
日
㈮
以
降
に
、
民

生
委
員
ま
た
は
市
職
員
が
自
宅
へ
伺
い

ま
す

情報コーナー
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申
請
は
10
月
20
日
㈫
ま
で
！

定
額
給
付
金
・

子
育
て
応
援
特
別
手
当

定
額
給
付
金
対
策
室
（
☎
㉑
５
７
０
７
）

こ
ど
も
課
（
☎
㉑
５
５
６
１
）

　

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手

当
の
申
請
期
限
は
、10
月
20
日
㈫
で
す
。

　

ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合

は
、
辞
退
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金

対
象　

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
人

※
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
ま
だ
請

求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
定
額
給
付
金

対
策
室
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
者　

世
帯
主

子
育
て
応
援
特
別
手
当

対
象
児
童　

平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
、

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
児
童
が
２
人
以
上
い
る

世
帯
の
、
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
第
２
子
以
降

の
児
童

申
請
者　

世
帯
主

※
別
居
し
て
い
て
同
じ
世
帯
に
は
住
ん

で
い
な
い
が
、
同
じ
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
右
記
の
年
齢
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
（
例
え
ば
、
第
1
子
が
住
所
を
移
し

て
高
校
の
寮
な
ど
に
入
居
し
て
い
る
場

合
な
ど
）、
支
給
対
象
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
健
康
保
険
証

な
ど
で
扶
養
関
係
の
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

住
民
登
録
は

正
し
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
か

戸
籍
住
民
課
（
☎
㉑
５
５
５
３
）

　

住
民
登
録
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
世
帯
主
な
ど
が
記
録
さ

れ
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・
児

童
手
当
な
ど
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に

受
け
る
た
め
、
住
所
を
移
し
た
人
は
、

速
や
か
に
住
民
登
録
の
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
住
所
で
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
人
や
登
録
が
抹
消
さ
れ
た
ま
ま

の
人
は
、
正
し
い
住
民
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
被
害
を

受
け
て
い
る
人
は
、申
し
出
に
よ
っ
て
、

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
な
ど
を
制
限
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
給
付
費
の
通
知
書
を
送
付

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
０
）

　

介
護
保
険
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
に
、
介
護
給
付
費
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
に
は
、
期
間
中
に
利
用

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
・
回
数
・

自
己
負
担
額
・
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
た
金
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や

金
額
に
誤
り
が
な
い
か
、
領
収
書
な
ど

に
よ
り
確
認
し
、
通
知
書
の
記
載
内
容

に
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
同
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健

施
設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
際
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
は

記
載
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

発
送
時
期

 

・・
４
月
〜
６
月
利
用
分
…
９
月
下
旬

 

・・
７
月
〜
９
月
利
用
分
…
12
月
下
旬

 
・
10
月
〜
12
月
利
用
分
…
平
成
22
年
３

月
下
旬

 

・・
平
成
22
年
１
月
〜
３
月
利
用
分
…
平

成
22
年
６
月
下
旬
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市
・
県
民
税

公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）

課
税
課
市
民
税
係
（
☎
㉑
５
５
３
４
）

　

10
月
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
６
月
中
旬
に
、

税
額
決
定
（
納
税
）
通
知
書
を
郵
送
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
中
旬
に
、
公
的
年
金
か

ら
引
か
れ
る
市
・
県
民
税
額
を
、
再
度

通
知
し
ま
す
の
で
、
金
額
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

医
療
保
険
課
（
☎
㉑
５
６
４
６
）

　

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
９
月

30
日
㈬
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
に
、

簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り
送
付
し
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
に

誤
り
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て
、

郵
送
で
は
な
く
、
同
課
で
の
手
渡
し
を

希
望
す
る
人
は
、
９
月
11
日
㈮
ま
で
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
15
日
㈫
か

ら
、
同
課
で
新
し
い
保
険
証
を
お
渡
し

し
ま
す
。

◆
旧
保
険
証
は
返
却
を

　

旧
保
険
証
は
、10
月
１
日
㈭
以
降
に
、

同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・
各

支
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
て
か
ら

旧
保
険
証
を
返
却
す
る
ま
で
に
、
住
所

異
動
の
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
必
ず

新
旧
の
保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料（
税
）の
滞
納
世
帯
は

　

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料(

税)

を

滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
医
療
機
関

で
の
負
担
が
全
額
自
己
負
担
と
な
る

「
資
格
証
明
書
」
や
、
通
常
よ
り
有
効

期
間
が
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

◆
市
外
へ
転
出
す
る
学
生
は

　

市
外
へ
転
出
す
る
学
生
が
、
伊
勢
市

の
国
民
健
康
保
険
を
使
用
す
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
被
保
険
者
に
よ
っ
て
有
効
期
限
が
異

な
り
ま
す

　

退
職
者
医
療
制
度
の
廃
止
や
、
長
寿

医
療
制
度
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
被

保
険
者
に
よ
っ
て
、
保
険
証
の
有
効
期

限
が
異
な
り
ま
す
。

◆
臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー
ル

　

臓
器
提
供
に
つ
い
て
の
個
人
の
意
思

を
尊
重
す
る
た
め
、
保
険
証
の
裏
面
の

備
考
欄
に
、
臓
器
提
供
意
思
表
示
シ
ー

ル
を
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

シ
ー
ル
を
希
望
す
る
人
は
、
同
課
・

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
・
各
支
所
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
３
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

21
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

・
明
野
第
４
自
治
区　

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
用
備
品

 

・
宮
川
町
町
内
会　

放
送
設
備
の
整
備

 

・
溝
口
区
自
治
会　

祭
り
用
具
購
入

９
月
11
日
㈮
は

警
察
相
談
の
日

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

　

市
民
の
安
全
と
平
穏
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
は
、
三
重
県
警
察
本
部
の
総
合

相
談
電
話
（
☎
＃
９
１
１
０
ま
た
は
☎

津
０
５
９
・
２
２
４
・
９
１
１
０
）
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
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元
気
な
高
齢
者
が
働
く

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

商
工
労
政
課
（
☎
㉑
５
５
６
８
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定

年
退
職
者
な
ど
高
齢
者
に
臨
時
的
・
短

期
的
な
就
業
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
約
８
０
０
人
の
会
員
が
元
気
に

働
く
公
共
的
・
公
益
的
な
団
体
で
す
の

で
、安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
収
益
を
目
的
に
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
一
般
的
に
安
価
で
仕
事
を
引
き

受
け
て
も
ら
え
ま
す
。

　

仕
事
を
依
頼
し
た
い
人
、
ま
た
、
入

会
を
希
望
す
る
人
は
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

仕
事
内
容

 

・・
事
務
分
野
…
毛
筆
筆ひ

っ

耕こ
う

、
受
け
付
け

業
務
、
あ
て
名
書
き
な
ど

 

・
技
能
分
野
…
植
木
の
手
入
れ
、
大

工
仕
事
、
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど

 

・・
折
衝
・
外
交
分
野
…
チ
ラ
シ
配
布
、

集
金
な
ど

 

・・
管
理
分
野
…
施
設
管
理
、
駐
車
場
管

理
な
ど

 

・・
サ
ー
ビ
ス
分
野
…
福
祉
援
助
、
家
事

援
助
、
子
育
て
支
援
な
ど

 

・・
屋
内
外
の
一
般
作
業
…
公
園
の
清

掃
、
除
草
な
ど

入
会
要
件　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た

す
人

 

・
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
人

 

・・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
人

 

・・
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込
書
を

提
出
し
た
人
（
理
事
会
の
入
会
承
認
が

必
要
）

問
い
合
わ
せ
先

 
・・
㈳
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
６
９
１
５
）

 

・・
㈳
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

二
見
支
所
（
☎
43
０
０
３
３
）

 

・・
㈳
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

小
俣
支
所
（
☎
⑳
５
４
３
１
）

下水道マスコットキャラ
クター「スイスイ」

９
月
10
日
㈭
は

下
水
道
の
日

上
下
水
道
総
務
課
（
☎
42
１
５
０
４
）

下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
、
工
場
か
ら
の
排
水
や
日

常
生
活
で
台
所
・
風
呂
・
ト
イ
レ
な
ど

か
ら
出
た
水
を
、「
汚
水
」
と
し
て
下

水
管
を
通
じ
て
下
水
処
理
場
へ
集
め
、

浄
化
し
て
自
然
に
返
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
は
「
雨
水
」
と
し
て
、
別

の
下
水
道
管
や
水
路
を
通
っ
て
、
河
川

や
海
に
流
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
効
果

 

・・
浄
化
槽
を
設
置
し
な
く
て
も
水
洗
ト

イ
レ
が
使
え
る

 

・・
河
川
や
海
の
環
境
を
守
る

 

・・
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ

 

・・
大
雨
に
よ
る
浸
水
か
ら
ま
ち
を
守
る

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

　

下
水
道
は
、
み
ん
な
が
利
用
す
る
こ

と
で
、
側
溝
・
河
川
・
海
な
ど
の
水
質

汚
濁
を
防
ぎ
、
生
活
環
境
や
自
然
環
境

を
改
善
し
ま
す
。

　

清
潔
で
住
み
良
い
暮
ら
し
を
実
現
す

！！
片付け仕事も
　おまかせ下さい。

●家屋を壊す前や、引越の際に出る不要品があれば御一報下さい。
●商店会社の専属車も、ご相談に応じます。

情報コーナー

る
た
め
に
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
区
域
で
は
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

伊
勢
市
の
下
水
道
普
及
率

　

平
成
21
年
３
月
末
現
在
、
下
水
道
普

及
率
は
約
29
・
７
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
順
次
、
下
水
道
の
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
道
路
の
通
行
規
制
や
工

事
の
騒
音
・
振
動
な
ど
に
よ
り
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後１時 30 分～３時 30 分〔９月
21日は祝日のため、９月 24日㈭に行います〕　ところ／
広報広聴課（☎㉑５５１５）　対象／市内に住所を有する
人　定員／８人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／
相談日当日の午後１時 15分までに広報広聴課へ来所

とき／９月３日㈭、午後１時 30分～３時 30分　ところ
／小俣保健センター　対象／市内に住所を有する人　定
員／４人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／８月
27日㈭～９月２日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗
０５０９）へ来所または電話

とき／９月 17日㈭、午後１時 30分～３時 30 分　とこ
ろ／ハートプラザみその・多目的室　対象／市内に住所
を有する人　定員／４人（定員を超えた場合は抽選）　申
し込み／９月10日㈭～16日㈬に、社会福祉協議会御薗支所（☎
⑳８６１０）へ来所または電話

とき／ 10 月１日㈭、午後１時 30 分～３時 30 分　ところ
／福祉健康センター　対象／市内に住所を有する人　定員
／４人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／９月24日㈭
～30日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗２４２５）へ来所
または電話
※９月中に申し込みを受け付けるため、今月号に掲載しています。

交通事故
とき／第３水曜日（９月 16日）、午後１時～３時（受け付け
は午後２時 30分まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑５５１５）
定員／４人（先着順）　申し込み／相談日当日の午前8時30分
から広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時（受け付け
は午後３時 30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口
〔三重県栄町庁舎・３階〕（☎津０５９・２２８・７３５０）　

行　政
とき／第２火曜日（９月８日）、午後１時～３時　ところ
／二見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所地
域振興課（☎42１１１１）

とき／第３火曜日（９月 15日）、午後１時～３時　とこ
ろ／広報広聴課（☎㉑５５１５）

とき／９月 29 日㈫、午後１時～３時　ところ／小俣
公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課（☎㉒
７８５８）

登　記
とき／第２火曜日（９月８日）、午後１時～４時（受け付
けは午後３時まで）　ところ／広報広聴課　（☎㉑５５１５）

人　権
とき／第２木曜日（９月 10日）、午後１時～４時（受け
付けは午後３時まで）ところ／広報広聴課（☎㉑５５１５）

とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前９時 30分～午後
４時 30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘６１５８）

公　証（遺言・契約証明）
とき／第１木曜日（９月３日）、午後１時～４時（受け付けは
午後２時まで）　ところ／広報広聴課　（☎㉑５５１５） 

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第３木曜日（９月 17日）、午前９時 30分～ 11 時
30分（受け付けは午前 11時まで）　ところ／市役所本館・
２階第１会議室　定員／４人（先着順）申し込み／相談日
当日の午前８時30分から広報広聴課（☎㉑５５１５） へ電話

消費生活（架空請求など）
とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・３階〕（☎津
０５９・２２８・２２１２）、商工労政課（☎㉑５５１２）

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時　ところ
／生活支援課（☎㉑５５５６）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前８時30分～午後５時15分
ところ／こども課（☎㉑５５６１）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分　
ところ／こども課（☎㉑５７０９）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前９時～午後４時　ところ／大
世古保育所（☎㉕３６７６）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・2 階〕（☎㉒
７８６７・㉒７８８７）
臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
毎週月曜日・水曜日・金曜日、午前９時～午後２時　
毎週火曜日・木曜日、午前９時～午後５時

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒７８９４）

就　職
とき／毎週火曜日（９月 22 日を除く）、午前 10 時～午後４時
ところ／サンライフ伊勢　対象／市内に在住または通勤してい
る 35 歳以下の人またはその保護者、学校の進路担当教諭　定
員／５人（先着順）　申し込み／おしごと広場みえ（☎津０５９・
２２２・３３０９）　または、商工労政課（☎㉑５５６８）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があり
ます）　ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（宮町１
丁目５-20、☎⑳６５２５） 　相談方法／電話・来所・訪問

老人在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前８時 30分～午後５時 15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑５５８３）、西地域包括支援センター
（☎⑳５０５５）

とき／毎日 24 時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒６０１２）、双寿園（☎㉓９２３１）、
白百合園（☎㉗１５１１）、山咲苑（☎㉖２６００）、正邦
苑（☎38１８００）、みなと（☎35０８１１）、楽寿苑（☎㉛
００５０）、二見ふれあいプラザ（☎43４４２３）、小俣（☎
㉗１１５５）〕　相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／第１水曜日（９月２日）、午後１時～３時　ところ
／小俣保健センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣
支所　（☎㉗０５０９）

とき／第２水曜日（９月９日）、午後１時～３時　ところ
／福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊勢
支所（☎㉗２４２５）

とき／第３水曜日（９月 16日）、午後１時～３時　とこ
ろ／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会
福祉協議会御薗支所（☎⑳８６１０）

とき／９月 24 ㈭、午後１時～３時　ところ／社会福祉協議会
二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43３９９４）

９月の無料相談
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